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21,   ADBACB とする。余弦定理により 
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222222 , CDBCBDCDACAD  であるから 
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ここで、 0 BDADBCAC であり、 

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≦ より、 0cos1 1≦ であるから 
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 0 の範囲で、 cos は単調減少であるから 12    (証明終) 
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